




























るのは、満十七歳の明治四十年三月に金川中学校（現岡山県立岡山御津高等学校）を卒業したあと、 東京の正則英語学校予備校に通い、翌明治四十一年四月には十八歳で早稲田大学文科予科に入学していることから、およそ金川中学時代までを含む岡山での暮らしを指しているといえる。こうして生まれ育った岡山の「山川」は、 「心の故里」となって、譲治の手がけたあらゆる小説や童話 舞台となり
























































































失敗し、 明治三十五年四月に養忠学校に入学する。この養忠学校は、まず明治十七年に、岡山市磨屋町に岡山中学校入学の予備教授を目的とした私立岡山普通予備学校として設立した。その後、同校は、明治三十二年に岡山市内山下に移転 、私 養忠 と改称した。　
この私立養忠学校（三年制）に、譲治は入学し、一年九ヶ月の間、
自宅の島田（現岡山市北区島田本町）から養忠学校（現岡山県立図書館の地）に徒歩で通った。その通学は二年二学期まで続いたが、明治三十七年に、同校は御津郡金川村（現岡山市北区御津金川）移転、改組し、金川中学 （旧制・五年制）を設立したことから、譲治は金川中学に編入することになる。　
この編入の仕方については、 同級生の青木安衞（ 「思い出」 『臥龍』




























































































































なお、 保証人の 「西崎光太郎」 は、 坪田本家の祖父坪田甚七郎の先妻




るが、次章で挙げる文章「金川中学の思出」のなかでも「私 終から逆算して二番だった」と述べており、成績が悪いと卒業式に参加できないことも事実であった。そのことは 昭和三十五年十月十日に同校で行われた講演会にて思い出を語 なかでも語っており、卒業のとき、郵便で及第か落第かどちらの知らせが届くか心配していたら及第であったが、最後から二番目だとわかったということである。よって、卒業式に出られなかったことから、あとで先生の家を廻って挨拶をしたことも語ら いるが、その際、 「岡山の田町の羽原先生を訪ねた。先生と話をすると楽になつた。ピ
ママ
リで出た人で

















































山に家のあるものは、中国鉄道で、汽車通学をすることになりました。汽車賃一ヶ月一円でした。物価も安かったのですが、この汽車賃の安かったことは、その時でさえ、ビックリしました。とにかく、二百人か、三百人 生徒の大部分が、汽車通 でし から、鉄道でも勉強したものと思われます。然し汽車賃は安かったのですが、時間の方は、そう行きませんでした。岡山から金川まで一時間く いかかったように記憶しております。八時始りとすれば、岡山を六時半に出ないと、始業に間にあいません。ところが、 会社の〈第二葉〉方にも、都合があると見えて、学校の始る一時間半前に岡山を出る汽車と云うのが、私の記憶にはありません。冬は大抵暗いうちに家を出て、 または暮れ近く家に帰りまし これを三年ばかりやって卒業近くなった時 私は成績が悪くて、卒業が危ぶ て来ました。すると、「もう一年、また汽車通学をするのか。 」　
と思い、すごくウンザリした記憶があります。然しその頃、同級


























































































で、私たちは、 わりの山や河が 大変めづらしく、臥龍山にも登れば、妙見山にも登り、旭川の河原などでは、〈第三葉〉毎日のように、 そこの小石を投げて遊び 何の本でしたか、 「八丁ツブテの嘉平治」と云う人物が出て来て、何百メートルと云う遠くまで、ツブテを投げました。そこで私も金 旭川で、そ ツブテを練習して、八丁ツブテの坪田にならうなん 空想したものです。とにかく私はいつ迠も子供で、四年生ま 少年世界と云う子供雑誌を読んでいました。教室で ある時先生に、雑誌は何を読んでるかと聞かれ、少年世界とと
ママ
答えると、みんながドッと笑いまし
た。それでそれ以後、子供雑誌をやめました。藤村だの 晩翠だの、泣菫だのと云う、むつかし 詩を読み出した は、それからです　
然しその頃、先生はみんな偉く思われました。実際みんな偉い先































































決めて友達 伝えていたこともその一つの表れといえるだろう （ 「わが師・わが友」 ） 。　
中学時代の行事としては、 同級生青木安衞の文章「思い出」 『臥龍』















































一月三十一日、同年五月三日～四十二 四月三十日） 。文学博士。著書に『日本紋章学』 （昭和四十三年
　
人物往来社）のほか、 『岡山




































四十年八月号 （ 『坪田譲治全集』 六巻
　
新潮社） によると、 「中学四年、





































國學院大学卒業。のちに同校の教員（教頭、校長）となる。 「去年でしたか、私がテレビに出た時、同級を代表して、わざわざ上京してくれて、感激しました」 （ 「金川中学の思い出」 『臥龍』同）と書いている。















部電気工学科を卒業し、のちに大阪で鉄工所を経営しており、譲治の「金川中学の思 出」 （ 『臥龍』昭和三十八年十月
　
同）によると、






























































謙三も金川中学に第八回生 して通って る。さらに、その後早稲田大学（商学部）にも兄を追って入学しており、寄宿舎友愛学舎では、譲治と同室で過ごす時期もあっ 。　
以上のように、同級生を中心とする同校生徒の実態を見ると、親
































和三十六年二月二十八日）によると、 「先生が生徒であつた頃は本校講堂も木の香も新しい創立当初 頃でした。お迎えして何よりよかつた事は先生の夢の中にあつた講堂が幸い残つていた事 す」とあり、譲治の感激が想像される。　
さらに十年が経て、 昭和四十五年には、 金川高等学校の金光務校長


























が所蔵されており、その最も古い昭和二十四年九月二十五日付け書簡では、金川高等学校校友会会長星島季四郎が、 友会顧問に推薦した旨を知らせ、承諾 協力を依頼して る。　
その後、昭和二十五年七月十二日付け伊藤孝教諭（国語科）から













田泣菫、島崎藤村、蒲原有明など 近代詩との出合いを得て、さらに国木田独歩の小説も読み進めていることが自筆年譜や随筆よりわかる。これらは読書体験にとどまらず、創作の始まるきっかけをも作ったのではないかと推測される。その根拠としては、譲治が中学時代に自分で「城山」という号をつけていたこ と、文芸部に所属していたらしい写真が存在すること 挙げられる。この写真とは、岡山御津高等学校 資料で、明治三十九年の「西田先生送別記念
　

























































ことにつながっている。それは、随筆「聖母河畔の野獣」 （ 『動物文学』昭和十一年一月号）にあるように、ブラジルに行った妹尾の生活に対する関心が元になって、アマゾン流域の旅行記である堀内伝吉著『聖母河畔の十六年』を手 取 こと なり、その内容から譲治はアマゾン川流域を舞台とした二作品、童話「ペルーの話」 （ 『赤い鳥』昭和十年五～八月）と童話「ベニー河のほとり」 （短編集『正太の馬』昭和十一 七月） 創作している。　
また、前述したように労働者として全力を尽くす人生を歩んだ友
人竹内健平との出会いは、譲治自らが時代のなかで労働問題 関心を注ぎ、 のちに労働文学雑誌「黒煙」を主宰することにはじまって、加藤一夫の「労働文学」 「原始」への関心や黒島伝治、壺井繁治、壺井栄との 脈をあたためたことにもつながった 考えられる。　
そのうえ、金川地域での自然体験は、のちに姉政野の嫁ぎ先とな
る天満紙工の風景も含めて、譲治が親しんだ宇甘川 登場する小説「風の中の子供」の生き生きとした自然描写を生み、譲治の作品を不動のものにしていったことは看過できない。 「風 中 子供」 では、「鵜飼のおじさん」として姉の夫伊丹東慶がモデルになった医者が登場するが、鵜飼と たのは、昔鵜飼いがさかんだった宇
うかい
甘川の土
地柄を活かしたものであると思われる。　
以上のように、譲治にとって、金川の自然や人とのふれあいが
文学的感性や人生観を導きながら、岡山を愛する譲治の文学のなかにしみこんでいったことは確か いえるのである。
